
第１回

•ブロック線図によるシミュレーション

•ブロック線図の作成と編集

•ブロック線図の保存と読込み

•ブロック線図の印刷

•グラフの印刷



Jamoxの起動と終了

• 起動：
「スタート」
→「すべてのプログラム」
→「Jamox」→「Jamox」

• 終了

– 「ファイル」→「終了」

– ウィンドウ右上の「×」マーククリック



Jamoxの起動画面

ブロック・

ライブラリ

ブロック線図

キャンバス

コマンド実行

変数表



ブロック線図によるシミュレーション

• モデル作成

– ブロックを配置

– ブロックを接続

– ブロックのパラメータを設定

• シミュレーション実行

システム：入力を２倍に増幅して出力

入力：正弦（Sin)波
出力：グラフ描画



モデル作成（ブロックを選択）

入力 出力



モデル作成（ブロックを配置）

ブロックをドラッグしてキャンバスにドロップ



モデル作成（ブロックを接続）

「CTRL」キーを押したまま、ブロックをクリック

①

② ③



モデル作成（ブロックを接続）

端子から端子へドラッグ

①

② ③

出力端子 入力端子 ドラッグ

ドラッグ



モデル作成（パラメータを設定）

ブロックをダブルクリック

「１」を「２」に変更



シミュレーション実行



モデルの保存

拡張子は「．jamox」



モデルの読込

拡張子は「．Jamox」



ファイル・エクスプローラーによる読込み

ワークスペースを設定し、ダブルクリックで読込み



ワークスペースの設定



ファイル・エクスプローラーの更新

表示内容が古い場合、更新する



よく利用されるブロック（信号生成器）

ステップ状信号

一定勾配信号

一定（定数）信号

正弦（Ｓｉｎ）波信号

ゼロ入力信号

パルス状信号

入力端子



よく利用されるブロック（信号吸収器）

時間応答グラフ(Gnuplot)

時間応答グラフ(Jpit)

終端

２次元グラフ

出力端子



よく利用されるブロック（数学演算）

定数倍(スカラー)

加減算

加え合わせ点

定数倍（行列）

引き出し点



よく利用されるブロック（連続時間系）

伝達関数（因数分解表現）

微分器（差分近似）

伝達関数（係数）

無駄時間（時間遅れ）

積分器

線形システム（状態空間表現）



電気回路のシミュレーション
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システム：電気回路
入力：ステップ電圧、正弦(Sin)波電圧
出力：抵抗２にかかる電圧

関係式：

10,30 21 == RR



ブロックの配置と接続

ブロックの配置 ブロックの接続
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引き出し点の追加

リンク上で
右クリック



引き出し点との接続

接続の順番：1(左)、２(右)、３(下)、４(上)



引き出し点からの出力数の設定

1.右
2.下
3.上



加え合せ点の追加

リンク上で
右クリック



加え合せ点との接続

接続の順番：1(左)、２(右)、３(下)、４(上)



加え合せ点への入力数の設定

1.左
2.下
3.上



加え合せ点での符合の設定

1.左
2.下
3.上



ブロックの垂直反転

ブロック上で
右クリック

oViV



ブロックの水平反転

ブロック上で
右クリック



要素の指定

マウスドラッグによる

領域内でまとめ指定

「Ｓｈｉｆｔ」キーを押しながら

クリックにより個別指定



ブロックの整列

整列する
ブロックを選択

ツールバー
ボタンでも可



要素のコピー・ペースト

「コピー」＋「貼り付け」 少し右下に複製生成



類似システムの作成

「新規作成」選択

元キャンバスでコピー

新キャンバスでペースト

新キャンバス作成



多重器による信号の結合

多重器
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分離器による信号の分割

入力ベクトルを等分割。等分割不可なら上から「＋１」

分離器 出力サイズ：２

出力サイズ：１
入力サイズ：３



コメントの追加



ステップブロックのパラメータ設定

「1」秒後に「0」から「4」までステップ状に変化

「１.0」に設定

「4.0」に設定

「0.0」に設定



定数（スカラ）のパラメータ設定

「0.25」に設定



Jpitグラフのパラメータ設定



グラフの線の幅、名前（フォント）の設定



グラフの描画範囲の設定

＋



ブロック線図の印刷用データの生成

•SVG
Inkscape
Firefox
IE等

•PDF
Adobe
Reader

•JPG

•PGN

•TIFF



グラフの印刷

• Jpitブロック

1. グラフのウィンドウをクリック（アクティブにする）

2. 「Control」+「Alt」+「PSc(Prt Sc)」
3. ペイント等のソフトウェアを起動し、ペースト

4. 適当なプリンタへ出力

• Gnuplotブロック

1. グラフのウィンドの上部フレームで右クリック

2. 「Options」→「Print」メニュー選択

3. 適当なプリンタへ出力



演習１：比例要素の入出力関係

• 比例要素（定数）に、ステップ関数が入力される
システム、ランプ関数が入力されるシステムを作
成し、シミュレーションにより入力波形と出力波
形を観察せよ。

• 各ブロックのパラメータ変更とシミュレーションを
繰り返し実行し、比例要素の入出力特性につい
て簡潔に述べよ。



演習２：無駄時間要素の入出力関係

• 無駄時間要素（連続時間システム）にステップ関
数を入力するシステム、ランプ関数を入力する
システムを作成し、シミュレーションにより入力
波形と出力波形を観察せよ。

• 各ブロックのパラメータ変更とシミュレーションを
繰り返し実行し、無駄要素の入出力特性につい
て簡潔に述べよ。



演習３：積分器の入出力関係

• 積分器（連続時間システム）にステップ関数を入
力するシステム、ランプ関数を入力するシステム
を作成し、シミュレーションにより入力波形と出
力波形を観察せよ。

• 各ブロックのパラメータ変更とシミュレーションを
繰り返し実行し、積分器の入出力特性について
簡潔に述べよ。



演習４：微分器の入出力関係

• 微分器（連続時間システム）に正弦(Sin)関数を

入力するシステム、ランプ関数を入力するシステ
ムを作成し、シミュレーションにより入力波形と
出力波形を観察せよ。

• 各ブロックのパラメータ変更とシミュレーションを
繰り返し実行し、微分器の入出力特性について
簡潔に述べよ。



演習５：結合システムの入出力関係

• ステップ関数、ランプ関数、正弦(Sin)関数など

が入力される、結合システム（比例要素、無駄
時間要素、積分器、微分器など)を作成し、シ

ミュレーションにより入力、出力、中間点の信号
を観察せよ。

• 各ブロックのパラメータ変更とシミュレーションを
繰り返し実行し、システムの入出力特性につい
て簡潔に述べよ。
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